
貸   借   対   照   表

２０２１年 ３月３１日 現在

(単位：円）

資     産     の     部  負 債 及 び 純 資 産 の 部

科        目 金      額 科        目 金      額

  流  動  資  産 (4,270,277,454)   負  債  の  部

現金及び預金 2,663,970,327   流  動  負  債 (744,538,726)

売    掛    金 547,880,048 買　　掛　　金 433,247,690

仕    掛    品 158,765,690 リ ー ス 債 務 24,190,800

原材料及び貯蔵品 818,584,786 未　　払　　金 109,688,950

前  払  費  用 3,906,716 未払法人税等 38,651,400

未  収  入  金 29,458,627 未　払　費　用 75,082,912

未収消費税等 33,007,207 預　　り　　金 2,176,974

その他の流動資産 14,704,053 賞 与 引 当 金 61,500,000

  固  定  資  産   固  定  負  債 (378,183,894)

  有形固定資産 (1,315,791,036) リ ー ス 債 務 21,354,000

(1,123,099,878) 長 期 未 払 金 902,968

建          物 42,332,747 退職給付引当金 355,926,926

機械及び装置 873,839,396

車 輌 運 搬 具 1,238,420 負債合計 1,122,722,620

工具器具及び備品 36,380,977

リ ー ス 資 産 45,544,800

建 設 仮 勘 定 123,763,538   純 資 産 の 部

  無形固定資産   株 主 資 本

(23,496,974)   資 本 金 (100,000,000)

電 話 加 入 権 1,224,000 資    本    金 100,000,000

施 設 利 用 権 2,140,218   資本剰余金 (400,000,000)

ソフトウェア 20,132,756 資本準備金 350,000,000

  投資その他の資産 その他資本剰余金 50,000,000

(169,194,184)   利益剰余金 (3,963,345,870)

長 期 貸 付 金 8,981,632 その他利益剰余金 38,794,911

長期前払費用 846,430 繰越利益剰余金 3,924,550,959

繰延税金資産 159,356,122

その他の投資等 10,000 純資産合計 4,463,345,870

資 産 合 計 5,586,068,490 負債及び純資産合計 5,586,068,490



Ⅰ.重要な会計方針

１． 棚卸資産の評価方法
総平均法による原価法によっております。なお、貸借対照表価額は収益性の低下に基づ
く簿価切下げの方法により算定しております。

２． 固定資産の減価償却の方法
(1) 有形固定資産（リース資産をのぞく）

定率法によっております。ただし、平成１０年４月１日以降に取得した建物（建物
附属設備を除く）並びに平成２８年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築
物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 15年～50年
機械装置及び車輌運搬具  4年～10年
工具器具及び備品  2年～20年

(2) 無形固定資産（リース資産をのぞく）
定額法によっております。またソフトウェアは利用可能期間を５年とし、定額法
により償却しております。

(3) リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（リース契約に残価保証の取決めがある
場合は、当該残価補償額）とする定額法を採用しております。なお、所有権移転外
ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成２０年３月３１日以前
のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によって
おります。

(4) 長期前払費用
定額法によっております。

３． 引当金の計上基準
(1) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与に充てるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の
負担額を計上しております。

(2) 退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資
産の見込額に基づき、当事業年度末において発生していると認められる額を計上し
ております。
① 退職給付見込額の期間帰属方法
   退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰
   属させる方法については、期間定額基準によっております。
② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法
   数理計算上の差異は、各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一
   定の年数(５年)による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度
   から費用処理しております。
   過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数
   (５年)による均等額を費用処理しております。

４． その他の計算書類作成のための基本となる事項
(1) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円換算し、換算差額は損益として
処理しております。

(2) 消費税等の会計処理は、税抜き経理方式によっております。

Ⅱ．表示方法の変更に関する注記

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更）
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第２８号 平成３０年２月
１６日）を当事業年度の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の
区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しております。

個   別   注   記   表



Ⅲ．貸借対照表に関する事項

１． 関係会社に対する金銭債権、債務
短期金銭債権   547,162,911円
短期金銭債務    11,506,529円

２． 有形固定資産の減価償却累計額 1,553,470,074円

Ⅳ．損益計算書に関する事項

親会社との取引高
売上高 4,973,251,960円
仕入高   297,692,176円
営業取引以外の取引高     6,904,273円

Ⅴ.株主資本等変動計算書に関する事項

発行済株式の種類及び総数に関する事項

Ⅵ．税効果会計に関する事項

繰延税金資産及び繰延金負債の発生の主な原因別の内訳
（投資その他の資産）
繰延税金資産

退職給付引当金   121,940,564円
賞与引当金    21,069,900円
棚卸資産評価損     9,307,392円
（その他）     7,038,266円
繰延税金資産　合計   159,356,122円

Ⅶ．関連当事者との取引に関する事項

会社等 事業の内容 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

の名称

日東工器 迅速流体継手・

株式会社 リニア駆動ポンプ・ 製品の売上 売掛金

機械工具・建築機器

白河 機械工具・ 技術援助

日東工器 建築機器 設備製作 売掛金

株式会社

株式会社 機械工具 技術援助

メドテック 設備製作 売掛金

Ⅷ．1株当り情報に関する事項

1株当り純資産額 495,927円31銭
1株当り当期純利益  24,492円90銭

Ⅸ．重要な後発事象に関する事項
　 該当する事象は、ありません。

（単位：株）
発行済み株式 前期末株式数 当期増加株式数 当期減少株式数 当期末株式数
普通株式 9,000 － － 9,000
合   計 9,000 － － 9,000

4,973,251,960円 547,162,911円

271,994円 51,623円

27,703,910円 665,514円




